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毬果植物ノ雌花ガ花デ'アルカ花序デ、アルカニ就テノ、色々掛合話ガアル樣ダカ.ラ私ノ、別二意 
見ハ述ぺナイ。 

同年 ノヤハ _ リ 秋. ノ 事 デ.アル ガ、:_知人 ノ 鈴木右二氏ノ阓圃二數株 ノ てうせんがや' ( Cepliaro - 
taxus drupacea Sieb . et Zucc . var . fastiaiata Pilg .) ガ培養サレテ居夕。 

ソレニ、寫眞ノ樣二いぬがやノ性質ヲ現シテ居-ル部分卜本來ノてうせ.んがや獨自ノ形態..卜 
ヲ保有シテ居ル部分トヲ有スル數株ガ在ツタ。勿論力、ル事實ハ旣知ノ事實デ、、ソレガマタ 
てうせんがやガ種トシテノ獨立性ヲ失フ=至ツタ原因デハアルガ、ソレニシ.テモ各株何レモ 
兩性質ヲ現シテ居タノガ面白カツタ。元來いぬがやノ發生上ノ事實トシテ初出葉（子葉ノ 
次ノ）ハいぬがデ狀メ葉ヲ出シ、後二てうせんがや式ニナリ、更二其次ニマタいぬがや本來 
ノ形式ヲ執ツテ來ルモノデてうせんがやハ第二次的狀態二止ツタモノデアルト云フノデア 
ルカラ何デモナイ事デハアルガ、此場合ニハてうせんがやガ部分的二いぬがやノタ1，、、ルべキ 
第三次的變態ヲ開始シタルモノトデモ云フべキモノデ、ツマリー箇體ガ何カノ原因デ部分的 
二足ブミヲシタリ、前進ヲ開始シタリシテ居ルモノト云へルノデアラウ。（久內淸孝） 

〇桑ノ呼吸根 

筆者ハ1932年9月2日、信州川中島村二•於テ、桑園ノ傍7流ルル水田灌漑溝內二多數ノ 
桑ノ根ノ呼吸根ヲ珍ラシク觀察シク。溝ハ幅約50 cm 泥土沈積シテ水深半減約9 cm 夏季 
ノ溫リ水ガ停滯シテヰルト言ラタ方ガョイ位二、流ルルトモナク流レ、堤ヲ拽レタ水ハ桑園 
ノー 部ヲ漬ケテヰタ。桑ハ多肉大葉ノ魯桑系統二馬スル「熊本」デ樹齡壯年期、樹勢强健、 
夏秋蠶-専用トシテ根) 0 J 二仕立テラレ、ソノ株カラ發スル桑棒ノ高サハ容易二人ノ身丈ヲ沒 
シ、根ハ赌畔ヲ過ギテ溝ノ泥土中二镑唐伸張シ頗ル元氣二見エタ。 

然シ乍ラ、浸水區域（第1圖參照）ノモノハ夏季八月不慮ノ浸水二長期遭遇シ頗ル呼吸困 



水中ヲ直上シュク桑ノ呼吸根但シ流ハ極 第1圖桑ノ呼吸拫發生地見取圖 cot 

メテ緩ク水深9 cm ハ呼吸植ヲ略示スルモノ 
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其ノ呼吸根ハ溝ノ泥中カラ僅カニ尖端ヲ出シタバカリノモノヤ、水深ノ半バニアル'モノ 
ヤ 、或ハ水面上二現レテヰルモノナ■ドイロイロデアルガ、太サハホボー定シ約2 mm 位デ•ア ■ 
ツタ〇色ハ極メテウスィ桃色デ、美シク、質ハ軟カク粗鬆二出来、一見、毛絲ノ樣ナ、又、素 
麵茸ノ樣ニモ見エタ。ソシテ流レガ緩カノ爲力、押シ流サルルデモ無ク、泥中ヲ發シタ本呼 
吸根ハヨク水中ヲ直上シ、水面二至レバ餘條ノ、直チニ折レ曲ツテ、水面上ノ流レニ隨ツテ浮 
プノデアル、（第2圖參照〕換言スレバ水面上二出夕部分ハ直立シ得ズシテ必ズ水面上二浮 
ク〇事實、地下橫走ノ根カラ切リ放シタ本品ヲ水中二於テ放ツモ必ズ浮上、加フルニ水液ヲ 
ヨク彈キ決シテ吸收シナイ。吸收スルモノハ唯ーツ空氣バカリデアル0故二組織ヲ撿鏡ス 
ルト長方形户空胞多數ガー樣ノ形式デ並ビ、阜事ナ通氣組織ヲ爲シテヰル0本呼吸根ノ.下部 
土中二埋レテ髭根ヲ發シテ斗ルアタリハ勿論杓部木質中心柱ノ組織ヲ區別スルコトガ出來 
ルノ デ アルガ、少クモ尖®餘條部二於テハー樣ノ型デ组織サレ見事ナルモノデアル、加フル 
二組織檢鏡ノ上デハ、肉眼デ見エタ薄桃色ノ色彩モ窺ハレズ無色淡白透明簡單デアル0 
筆者ハ本吸收根ヲ約50本詳細觀察シ得タノデアルガ、何レモ泥土中カラ水中二直立伸長 
スル樣ニ ナル ト分岐ノ現象ヲ表サナイコトヲ知ツタ。言ヒ換ヘレパ浞土中ノモノハ分岐或 
ノ、髭根ヲ多數發スルノデアルガ、木質ヲ缺キ通氣組織ノミトナツタ吸收根=ハ分岐ノ現象ハ 
ナイノデアル。 

次二地下橫^ ノ根デ'ア 
ルガ（第3圖參照）中身 
ハ勿論眞ノ根デ木質ヲ爲 
シ、外部二通氣組錄ノ綿 
狀物ヲ纏綿シテ4ル。長 
サ約50 cm バカリ、太 
サ約3 mm 位ノモノガ 
多ク分岐伸展ノ發育ヲ爲 
シ、多® I ノ ft 根ヲ有シテ 
斗ル、外觀色彩ハ赤粘土 
色乃至灰白色ノモノガ多 
ィ〇 

終リニ本吸呼根ハ8月 
ノ何時頃發シ始メタカ、 
又、コノ儘卜爲シ置ク時、 
秋ノ何時頃マデ生ヲ全フ 
シ機育6ヲ續ケタカヲ報吿 
シ得ナイ コト ヲカナ シム。 尙、本報告/生ルル ハー ニ 川 村博士ノ御助カニ據 ル。 記シテ以 
テ深甚ナル謝意ヲ表ス0 (大田繁則） 
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